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第2章 ポルティコの寸法分析 
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三カ所の開口部に合わせた結果と考える。Lepsius, C. R., Denkmäler aus Aegypten und Aethiopien, 
Band. II, Berlin, Bl.86, 1849. また、同じルクソール西岸に位置するラメセス3世葬祭殿の第
一中庭南側の柱列では、8本並ぶ柱が、背後の三カ所の開口部を意識して、二本ずつの吹き寄せ状
の配置になっている。Hölscher, U.,The Excavation ofMedinet Habu, Vol. III: The Mortuary Temple 
of Ramses III, Part I, Chicago, p.37, 1941.こうした例は、壁面の開口部に柱間が影響を受けた
ためと考えられるが、柱間を壁面の構成に合わせて対応しているという点で共通性が窺われる。 
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況であったと考えられよう。 
 
第4節 小結 
 ポルティコに築かれたロータス柱の細部および平面に関して、寸法計画を分析した。 
 平面の寸法計画では、柱径（11/2腕尺）が基準寸法的な役割を果たす一方、柱間で全体
規模との調整を行っていた可能性を指摘した。 
また、計画は石材量や作業量の見積もり、全体のバランスが確かめられるほどの基本計
画的な状態でとどめられ、細部の調整は現場に委ねられる状況であったことを示した。 
現場への負担が大きいという見方もできようが、むしろ大雑把な計画に対して柔軟に対応
できる現場の存在が透かし見られ、こうした状況がラメセス2世時代の活発な建築活動を
可能にした要因のひとつと評価することができ、この時代の特質の一端を明らかにできた
と考える。 
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